
 

 

「生徒の考えを生かし、向上する学校」 ～締めくくりの 3学期～ 

                              主幹教諭 田村 一飛 

令和 3年（2021年）3学期は、災害級の大雪（日本海側）と新型コロナ第３波緊急事態宣言（１

都３県）という状況からスタートしました。 

糸魚川中学校では、「生徒の考えを生かし向上する学校」を学校方針として、生徒主体の学校づ

くりに取り組んできました。2学期に行われた体育祭、合唱コンクールでいきいきと躍動する生徒

たちの姿が、行事自体の成功と学校として目指してきた方向性・基本方針の正しさを物語ってい

たと感じます。 

そんな糸魚川中学校も、かつては学校全体が落ち着かず授業が成立しない、いわゆる「荒れ」

の時期があったと聞いたことがあります。今の学校の様子からは想像できません。そうした学校

生活では、どうしても教師側の考えを生徒に押し付けてしまい、生徒自身が考えたり主体的に活

動したりすることがしにくくなっていたそうです。いわゆる「管理型」の学校生活だったそうで

す。そうした状況下から、教師が生徒たちを信じ、生徒の考えを学校運営の基本方針に取り入れ、

教師はサポート役・相談役に徹し、生徒主体の学校づくりを行ってきた結果が今の糸魚川中学校

です。糸中はよい学校になりました。学校が安定している今だがからこそ、次のステージへ進む

チャンスが訪れていると私たち糸中教職員は考えます。 

次のステージとは、学習面の強化、つまり「学力向上」です。下の表は、学習に関する学校評価

生徒アンケートの結果です。 

【「授業が分かる」と、はっきり回答した（４段階の４）生徒の割合】 （学校評価生徒アンケートより） 

 1年生 2年生 3年生 

4月～7月   98％    84％    83％ 

9月～12月   77％    57％    57％ 

                           

【1日の家庭学習目標時間達成割合（1年生70分以上 2年生80分以上 3年生90分以上）】＊塾等含む 

 1年生 2年生 3年生 

4月～7月   79％    63％    37％ 

9月～12月   50％    72％    57％ 

 令和 3年（2021年）4月から完全実施の中学校新学習指導要領では、「指導と評価の一体化」

が求められています。つまり、学校で行った学習内容（指導）を、生徒が理解し、日常生活にど

のように生かされる（評価）かが求められています。1年の締めくくりとなるこの 3学期は、次

のステージに向けた助走期間でもあります。「分かる授業」、「学習内容を定着させる家庭学習の

充実」等を全校体制で進め、「①前向きな姿勢で、②努力する学校」の実現を目指します。 
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新年の抱負 
 ２０２１年が明けました。今年はどんな年になるのでしょう。コロナ禍で見通しがもて

ない世の中ですが、生徒たちはそれぞれに目標を掲げて今年も歩み始めました。始業式で

発表のあった、各学年代表と生徒会総務委員代表の新年の抱負を紹介します。 

周りの人の気持ちを考えて行動        １年生代表 １年１組 米田 晟 

僕が中学校に入学して成長したと思うことは二つあります。一つ目は、クラス合唱の指 

揮者という責任ある役割を全うするために、努力できたことです。二つ目は、周りの人の

気持ちを考えて行動しようと意識できるようになったことです。２学期は自分勝手に発言

をして、知らず知らずのうちに自分の周りにいる人を嫌な気持ちにさせてしまうことがあ

りました。そこで、自分の行動を見直すようにしました。場にあった声の大きさを調整す

ること、話を聴くときは話さずに聴くこと、相手のことを考えて発言することを意識して

生活するようにしました。そうすると、授業に集中できるよ

うになり、けじめのある生活ができるようになってきまし

た。ですから、今年はさらに成長できるように今できている

ことをさらに意識し、部活も勉強も努力を重ねていきたい

です。 

 また、僕たち１年生は４月から先輩という立場になりま

す。大きな声で挨拶をし、後輩のお手本となるようにしたい

です。 

「３年生０学期」                  ２年生代表 ２年４組 池田 莉咲 

 私の３学期の抱負は二つあります。 

 一つ目は、計画的に復習することです。私はいつもテスト前になって慌てて勉強する傾

向にあります。そのため、あまり集中できず覚えることができません。私は今年３年生に

なり、受験があります。今の状況では、受験への準備ができないまま本番を迎えてしまい

そうです。準備万端の状態で受験するためにも、今から計画的に復習を進めたいです。そ

して、テストで納得のいく点を取り、今後の進路実現のために頑張ります。 

 二つ目は、時間を大切にすることと、自分の役割に責任をもつことです。私は今年度、

学年委員として周りをよく見て行動することを心掛けました。私が想う２学年一番の課題

はチャイムスタートです。１、２学期を振り返ると時間への意識の低い人が多い気がしま

す。急な変更にも対応できるようにするためには「時間を守る」ことは大切だと思います。

学年全体が時間に対しての意識を高めていくためにも、私自

身が時間を意識し、学年委員として責任をもって声掛けをし

ていきます。 

 ２年生のみなさん、修学旅行は延期になりましたが、どん

な未来にも対応できるようにするためには、自分たちの力を

高めていくことが必要です。私たちが最高学年になるまで、

あとわずかです。私は「３年生０学期」と考えられるこの３

学期を進級の準備期間として大切に過ごしていきたいです。 



感謝の気持ちを伝えよう          総務委員代表 ２年４組 恩田 麻央 

 糸中二大行事の体育祭・合唱コンクールがあった２学期

も終わり、今日から３学期のスタートです。今年度は新型

コロナウイルスの感染が拡大し、様々な行事が例年とは違

う形で行われました。しかし、その中でも考えを出し合い、

互いに想いを一つにして乗り越えてきました。 

 皆さんの周りには、４月から想い・意見を共有し、共に

行事などに取り組んできた仲間がいます。そして、見守り、

支えてくださった先生方がいます。この４６７人で過ごせ

るのは、あと３７日間です。今学期は、今までの学びを最

大限に発揮し、感謝の気持ちを伝える学期にしましょう。 

 感謝の気持ちを表すことはとても大切です。人は感謝をいただくことはあっても、それ

を伝えようとすると気恥ずかしくなってしまい、それを伝えずに胸の内にしまってしまう

ことがあります。しかし、気持ちというのは言葉や行動に表さなければ伝わりません。感

謝の気持ちを伝えると、その気持ちは周囲の人たちにも伝わります。気持ちは＋(プラス)

の方向に動き、全体があたたかい気持ちに包まれます。だから、感謝の気持ちを表すこと

は、自分や相手にとってはもちろん、周囲の人にとっても大切なことだと私は思います。 

 どんな場面でも全校生徒をリードしてくれた 3年生に感謝を伝え、思いを受け継ぎ、1・

２年生で来年度の糸中を作り上げる準備をしていきましょう。  

卒業まで                       ３年生代表 ３年４組 伊藤 美桜 

 私の３学期の目標は、受験勉強を頑張ることと残り

の学校生活をクラスのみんなと楽しく過ごすことです。 

 受験勉強では、この３年間で学んだことを一つでも

多く頭に入れ、受験に備えたいです。そのために、今

までやってこなかったところの 

復習をし、苦手分野を得意分野に変えるために工夫を

して勉強したいです。試験中は誰にも助けを求めるこ

とが出来ません。分からないところを、すぐに人に聞

いてしまうので、自分で考えるなどの自立を心掛けて

生活をしたいです。 

 卒業したらそれぞれの道に進むため、なかなか会えない友達がいると思います。だから、今

以上の思い出を作りたいです。体育祭、合唱コンクールでできた団結力を生かし、一人ひとり

の個性を認め合える最高のクラスにしたいです。最高のクラスとは、当たり前のことを当た

り前にできるクラスだと思います。そんなクラスで卒業できるよう、クラスみんなが協力し、

より団結力を深められるようにしたいです。 

 これらのことを日々意識し、悔いのない３学期にしたいです。 

 



 早寝早起きおいしい朝ごはん事業講演会から 
 北大学加齢医学研究所長の川島隆太教授から、中学生にむけての睡眠や朝食に関する講演をいただき、

１年生が参加しました。川島隆太教授はニンテンドーＤＳ用ソフト「脳を鍛える大人のＤＳトレーニン

グ」で有名な方です。各クラスに分かれ、リモートでの講演でしたが、しっかりと話を聞くことができ

ました。講演内容の要点をまとめましたので、ご家庭でもぜひ話題にしてみてください。 

①  脳が発達するのは中学生の時期。だから今の生活が将来を決める。 

②  睡眠時間が短いと記憶力をつかさどる海馬が発達しない。（睡眠６時間以下だと＜５０歳で認

知症に。） 

③  おいしい朝ごはんで賢くなる。脳が働き、成長するためにはバランスのよい食事が大切。進学、

就職、将来の収入に関わってくる。 

④  睡眠不足とスマートフォンなどの使い過ぎは、脳の成長を止める。特に、１日１時間以上の使

用は問題点が多い。成長が止まった脳で、中学、高校の勉強が難しいのは当たり前である。 

⑤  学力を上げたければ、脳を成長させるという視点が重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の行事予定 

１月２９日(金)  NRT全国標準学力テスト 

  ３０日(土)  漢字検定 

２月 １日(月)  ３年生定期テスト 

   ４日(木)～定期テスト前部活動休止 

   ５日(金)   チャレンジ学級移行学級 放課後学習会 

   ８日(月)  公立高校特色化選抜面接日 

  １０日(水)   ２年生スキー学習 

  １２日(木)   １年生スキー学習 

  １６日(火)   生徒会専門委員会 

  １８日(木)  生徒朝会 ＰＴＡ評議委員会 

  ２５日(木)   ３年生を送る会 卒業式練習 同窓会入会式 生徒会専門委員会 

  ２６日(金)   ＰＴＡ三役引継ぎ会 

ベトナムのハイフォン市では、日本語の人気が

高まっており、小中高校の多くの学校で日本語が

教えられ、たくさんの子どもが熱心に勉強してい

ます。新潟県ではハイフォン市の子ども達の日本

語学習の支援、日本文化理解の手助け、及び友好

関係のさらなる強化を図るため、図書を寄贈する

事業を行っています。 

詳細は、新潟県国際課ＨＰをご参照ください。 

【募集期間】 令和３年１月４日（月）－２月１９日（金） ※土日祝日を除く 
【対象品物】 ・日本語学習を手助けできる図書（日本語学習用教材、児童書、漫画、コミック等） 

          ・日本文化理解に役立つ品物（伝統的な衣装、伝統的なおもちゃ、伝統的な飾り物等） 

※図書以外は新品に限ります。 

【受付場所】 〒950-8570 新潟市中央区新光町４－１ 新潟県庁国際課 
※送料は自己負担になります。 


